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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し

＜患者様連絡事項＞
・鳥谷部　寛之様～両手の乾燥やひび割れあり、田名部Drよりアズノール軟膏1本処方
となる。

・神　ツエ様～点滴同内容にて1日分処方となる。

・古川　貞二様～点滴同内容にて1日分処方となる。午後に茶褐色の嘔吐少量あり、テステープにて潜血反応あり。田名部Drよりファモチジン(20)1A側管より施行指示あり。また、今夕より食止めとなる。


・佐々木　章洋様～鼻詰まりの訴えあり、深澤DrよりPL5日分処方となる。

＜転出＞
・前田　あさ様～10:30療養環境変更目的にて東Cユニットから南病棟へ転出となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中奇声や迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。入室中も他者の大声に触発され断続的に奇声をあげることあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。要求時に壁を叩きスタッフコールあるが、対面時は穏やか。苛々感訴えや自傷行為なく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。午前・午後2時間の開放観察実施。過度な訴えや自傷行為無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・柳町　信之様～腰痛訴えあるが、自制内で経過。スタッフ見守りにて拒否無く入浴し、
更衣行っている。妄想発言や不穏さは無い。

・和田　昌様～他者のサンダルを履いている事あり介入要している。介入に対し大声で
叫び易怒的な様子あり。多弁さあるが、粗暴行為はない。

・三浦　良三様～ホール内徘徊している。時折架電要求や帰宅要求はあるが、不穏さは
無い。

・古川　貞二様～9：20体温38.2℃、体熱感あり。悪寒ない為2点クーリング開始。船場Dr.診察し、呼吸音クリアで心雑音も無し。尿混濁やHr浮遊物も見られず。呼吸器症状ない為インフルエンザ・コロナウイルス検査実施せず。食事は介助で1/3～数口摂取、嚥下に時間要しているがむせ込み無し。クーリング継続している。

＜新入院患者様情報①＞
氏名：中根　富美子様
　生年月日：昭和60年3月28日（36歳）
　　　病名：統合失調症
　合 併 症：不明
　　　性別：女性
　　主治医：馬渡Dr
　入院形態：措置入院
　　　病棟：東病棟Aユニット

【経過】
　愛知県にて同胞2名第2子長女として出生。地元の小中学校卒業後は愛知県内
の高校へ進学。高校卒業後、愛知県内の大学へ進学し留年せず卒業。大学卒業後、
靴屋の正社員を経て派遣社員として会社を転々とし、R2年10月より愛知県内の
スーパーマーケットで現在の仕事を開始。　
　20歳過ぎ頃より小声での独語や戦国武将の名前を連呼するなどの異常な行動を
取るようになり、愛知県内の精神科病院を受診し統合失調症と診断されている。
令和元年7月3日に職場の上司を殴ったとの事で23条通報され、同年7/5～8/20
まで、愛知県安城市内の矢作川病院に措置入院していたことあり。同院退院後は
近隣の精神科へ通院し薬物療法を行っていたが、R2年2月を最後に受診を自己中
断している。
　R3.4.12八戸市内の天然温泉南部の湯ドーミーイン本八戸9階で女性従業員の顔
面を殴った上、壁に押し付ける暴行を加え、措置通報となる。1次判定青南病院深
澤院長、2次判定マナクリニック岡田Drが行い、要措置との判定。R3.4.30東A
ユニットへ措置入院となる。
・書類等のやり取りは郵送にて行う。
・業者洗濯
・日用品は売店購入可

＜新入院患者様情報②＞
氏名：松浦　克俊様
　生年月日：大正9年4月1日　100歳
　病名：認知症
　合 併 症：気管支喘息
　性別：男性
　　主治医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病棟：東病棟Cユニット

　【経過】
　有料老人ホーム「サンライズ」入居中。
元々、「俺の言う事は絶対だ」という主義の方。長女とは土地の分与の件で揉め、最終的には妹が白山台の土地を本人より譲渡されたが、のちに本人との関りを拒否。兄妹間も疎遠となり、現在主援助者である長男も、性格の不一致等から40年間程本人と距離を置いていた。
　H31年頃、同居の妻が骨折を受傷し、家事もままならなくなったことから妻は白山台やすらぎ館へ、本人は有料老人ホーム「サンライズ」へ入居となった。同時期より長男が介入を行い、本人の支援も行うようになった。R2年より物品の管理が出来なくなり、置き場所が分からなくなり探す事が増えた。また、見つかる場所は普段の置き場所からは考えられない場所であった。被害妄想が顕著であり、通帳や金銭を盗られるといった妄想によりトイレ以外は居室から出てこず、同年11月からは入浴も拒否していた。携帯の操作は可能であるが、長男へ架電しても会話の大半は「お前俺の金どこにやった」といった金銭にまつわるものであった。また、食事に毒が盛られているといった被毒妄想により、職員に味見をさせてから自身が食事を摂る状況であり、補食事としてエンシュアを飲用していた。缶詰等は、自身の口に運ぶまでに誰かが毒を入れる可能性は低いと考え、食べる事が多い。薬も自身が吟味したものでなければ服用せず、薬の情報を読み、自身に必要と考えているものだけ服用していた。抑肝散が処方された際には「俺には必要ない」と話し服薬を拒否していた。また、職員の声掛けに対し鋏を握りしめたりスプーンで叩こうとする行為もみられ、妄想、食事拒否等の症状改善のため入院治療を希望され入院となる。

＜新入院患者様情報③＞
日　　時：4月30日　12:57
　病棟病室：東病棟Bユニット3号室
　氏　　名：吉田　光良(よしだ　あきよし)様
　生年月日：S23.1.24　73歳
　性　　別：男性
　病　　名：統合失調症
　入院形態：医療保護入院（当院3回目）
　主治医　：田名部Dr
　
【経過】
当院へ2回の入院歴あり。(①H16.3.30～H30.6.4②R1.6.19～R1.12.9)
R1.12.9退院後は当院への定期的な通院、訪問看護ステーション『五福』、通所リハビリテーションセンター『南陽館』を利用しながら妹と暮らしていた。妹に金銭を要求し、妹が対応しなければ怒り出すことや突発的に妄想・幻聴に左右され易怒的となることがあり、薬剤調整していた。R3.3月に食事摂取時の食べこぼし、呂律不良、活気のなさがみられ、薬剤調整実施。薬剤調整後、過鎮静状態は改善するがR3.4.19頃より眼光の鋭さ、金銭に執着した妄想があり、妹へ攻撃的な口調がみられるようになる。自宅での療養が困難となり、妹より入院希望あり。R3.4.30受診。薬剤調整、症状改善目的にて当院3回目の入院(医療保護)となる。


・CSセット　Cプラン
・肌着：家族洗濯
・オムツ持参
・売店利用可：5千円/月
・緊急時：搬送希望
